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は し が き

　この目録は，主として戦後日本において刊行された「矢内原忠雄」に関する著書・論文・記事
などを集大成する目的をもって作成されている。周知の如く矢内原は，日本における国際経済学
の「開拓者」としての重要な役割を学説史において記憶されている人物であるが，同時にまた無
教会キリスト教信徒・指導者として大きな活躍をしていただけに，彼をめぐる言説の語り部は，
多岐の分野／領域に及んでいる。別言すれば矢内原は，経済学や神学といった特定の方向からの
みの接近を，本質的に拒絶する人物なのである。
　この点については既に，拙稿「矢内原忠雄研究の系譜－戦後日本における言説」（『社会システ
ム研究』第24号，2012年３月）において，中間的な総括と展望をおこなったので，ここでは重複
させない。簡明にいうならば，彼の活動を総体として理解するためにわたくしたちの「専門」を
超えた分野における研究をも，紐解かねばならないと，編者は考えている。
　したがって今回は，1945年以降の論著を網羅的に蒐集，その全体像を読者に案内することを，
最大の目的に設定した。限られた時間内における作業であったため，見落としなどの不備もある
と認識するが，敢えて「初稿」として公表し，利用者各位からのご指導・ご叱正を仰ぎたい。
　最後に，凡例的な事項を記す。
　第一に，配列は「著書の部」と「論文・記事の部」に大別した。前者で具体的な書籍データを
提示した場合でも，個別論文次元において後者に再録している場合もある。
　第二に，配列は公表された年次の昇順とする。分類の必要性があるかもしれないが，分野が重
複する作品も数多く存在していたため，時系列的な主題の変化を観察することが可能となる単純
な方法を採用した次第である。
　第三に，著者名などの固有名詞を除き，漢字表記は原則として常用漢字・当用漢字としている。
　第四に，『藤田若雄キリスト教社会思想著作集』１～３（木鐸社，1983～84年）には，矢内原
に関する数多くの記事が収録されているので，これについては別にまとめて紹介しておいた。
　第五に，台湾における矢内原研究に関する研究リストを，末尾に附しておく。『帝国主義下の
台湾』の解釈史的な探求のためには有益な資料となるであろう。
　以上，この作業が利用者の援助を得ながらより完成に近づくことを願いつつ，簡単なはしがき
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としたい。
＊＊

［著書の部］
◦1960年代
藤田若雄・富田和久・大塚久雄『真理への畏敬―矢内原忠雄先生信仰五十年記念講演―』（みす
ず書房，1962年）。
山形聖書研究会『矢内原忠雄先生と山形―追憶文集―』（山形聖書研究会，1962年）。
石館守三編『大学と人間叢書第１巻―人生の選択・矢内原忠雄の生涯―』（大学セミナーハウス，
1963年）。
今堀和友・富田和久編『科学・平和・信仰』（みすず書房，1967年）。
藤田若雄『矢内原忠雄―その生涯と信仰―』（教文館，1967年）。
南原繁・大内兵衛・黒崎幸吉・楊井克己・大塚久雄編『矢内原忠雄―信仰・学問・生涯―』（岩
波書店，1968年）。
溝口正『日本の教育と矢内原忠雄』（待晨堂，1969年）。
◦1970年代
アジア経済研究所『「中国統一化」論争の研究』（アジア経済研究所，1971年）。
坂井基始良『坂井基始良著作集』第１～３巻（坂井基始良著作集刊行会，1971年）。
矢内原忠雄先生十周年記念文集刊行会『われらの課題―矢内原忠雄先生十周年記念文集―』（矢
内原忠雄先生十周年記念文集刊行会，1971年）。
同志社大学人文科学研究所キリスト教社会問題研究会編『特高資料による戦時下のキリスト教運
動』Ⅰ～Ⅱ（新教出版社，1972年）。
同志社大学人文科学研究所キリスト教社会問題研究会編『特高資料による戦時下のキリスト教運
動』Ⅲ（新教出版社，1973年）。
　※ 同志社大学人文科学研究所キリスト教社会問題研究会編『特高資料による戦時下のキリスト
教運動Ⅰ』（新教出版社，2003年）において「矢内原忠雄」が記載されているページは，p. 
42，58，60，である。

　　 　また同『特高資料による戦時下のキリスト教運動Ⅱ』（新教出版社，2003年），p. 6，9，
pp. 37～40，pp. 120～124，pp. 287～288，p. 292，309，314，pp. 414～422。同『特高資料に
よる戦時下のキリスト教運動Ⅲ』（新教出版社，2003年），p. 291，292，299，308，など。

西村秀夫『人と思想シリーズⅡ―矢内原忠雄―』（日本基督教団出版局，1975年）。
◦1980年代
中村勝巳『内村鑑三と矢内原忠雄』（リブロポート，1981年）。
藤田若雄キリスト教社会思想著作集刊行会『藤田若雄キリスト教社会思想著作集・第１巻―年功
体制下の職場問題―』（木鐸社，1983年）

藤田若雄キリスト教社会思想著作集刊行会『藤田若雄キリスト教社会思想著作集・第２巻―誓約
集団の提示―』（木鐸社，1983年）

藤田若雄キリスト教社会思想著作集刊行会『藤田若雄キリスト教社会思想著作集・第３巻―無教
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会主義の自己点検―』（木鐸社，1984年）
佐藤全弘『矢内原忠雄と日本精神』（キリスト教図書出版社，1984年）。
大河原礼三編『矢内原事件50年』（木鐸社，1987年）。
矢内原忠雄著，矢内原伊作編『矢内原先生の聖書ものがたり・上―今井館聖書学校―』（新地書
房，1988年）。
矢内原忠雄著，矢内原伊作編『矢内原先生の聖書ものがたり・下―今井館聖書学校―』（新地書
房，1988年）。
量義治『無教会の展開―塚本虎二・三谷隆正・矢内原忠雄・関根正雄の歴史的考察他―』（新地
書房，1989年）。
◦1990年代
三島甫他『矢内原忠雄記念講演集―矢内原忠雄と現代―』（新地書房，1990年）。
庄司源弥『矢内原忠雄―時流に抗言する学者，たたかう基督者の生涯と思想―』（東北まぶね社，
1991年）。
陳茂棠編『矢内原忠雄三十周年記念キリスト教講演集―仙台・東京・浜松・名古屋・京都―』
（東京エクレシア新聞社，1993年）。
高木謙次『矢内原忠雄小論―記念講演集―』（キリスト教図書出版社，1996年）。
矢内原伊作『矢内原忠雄伝』（みすず書房，1998年）。
◦2000年代
Susan C. Townsend, Yanaihara Tadao and Japanese Colonial Policy― REDEEMING 
EMPIRE― , Curzon Press，2000年。

若林正丈『矢内原忠雄「帝国主義下の台湾」精読』（岩波書店，2001年）。
矢内原忠雄『矢内原忠雄―日本の説教11』解説・川中子義勝（日本キリスト教団出版局，2004
年）。
鴨下重彦編『現代に求められている教養を問う―新渡戸稲造，南原繁，矢内原忠雄，吉田富三に
学ぶ―』（to be 出版，2005年）。
高木謙次『高木謙次選集第２巻―矢内原忠雄とその周辺―』（キリスト教図書出版社，2005年）。
渡辺信夫・岩崎孝志・山口陽一『キリスト者の時代精神，その嘘と実―キリシタン，新渡戸稲造，
矢内原忠雄，柏木義円―』（いのちのことば社，2005年）。
江端公典『内村鑑三とその系譜』（日本経済評論社，2006年）。
大庭治夫『内村・新渡戸精神の銀河系小宇宙―南原繁・矢内原忠雄精神を経由した松田智雄と隅
谷三喜男の精神史―』（国際学術技術研究所，2007年）。
矢内原忠雄『新装版　内村鑑三とともに』（東京大学出版会，2011年）。
鴨下重彦・木畑洋一・池田信雄・川中子義勝『矢内原忠雄』（東京大学出版会，2011年）に，鴨
下重彦「昭和初期からの風雪の人」（pp. 2～67），木畑洋一「植民政策論・国際関係論」（pp. 
90～107），若林正丈「台湾との関わり―花瓶の思い出」（pp. 108～129），今泉裕美子「南島群
島研究」（pp. 130～162），塩出浩之「植民地研究と《植民》概念」（pp. 163～180），川中子義
勝「『宗教改革論』と東大聖書研究会」（pp. 192～212），三浦永光「信仰と学問・一九三〇年
代を中心に」（pp. 213～235），柴田真希都「伝道者・牧会者・聖書研究者」（pp. 236～255），
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池田信雄「教養学部の船出」（pp. 288～301），川西進「想い出の矢内原忠雄と教養学部」（pp. 
302～311）所収。

［論文・記事の部］
◦1940年代
田邊耕一郎「矢内原忠雄ほか四氏の『恒久平和論』について」，『書評』第４巻５月号（日本出版
協会，1949年），pp. 22～26。
◦1950年代
野依秀市「東大総長・矢内原忠雄の蒙を啓く」，新政界社『新政界』第２巻第５号，1956年，pp. 
2～12。
野依秀市「再び矢内原東大学長の誤れる思想を糾弾す」，新政界社『新政界』第２巻第６号，
1956年，pp. 10～16。
◦1960年代
長幸男「矢内原忠雄の学問と思想」，『思想』453号（岩波書店，1962年），pp. 308～318。
鵜飼信成「矢内原先生のことなど」，『図書』163号（岩波書店，1963年），pp. 40～42。
川田侃「矢内原忠雄先生の講義の思い出」，東京大学経友クラブ『経友』第28号，1963年，pp. 
43～48。
恒藤恭「矢内原忠雄君のおもい出」，『図書』163号（岩波書店，1963年），pp. 43～45。
恒藤恭「矢内原忠雄君のおもい出（続き）」，『図書』164号（岩波書店，1963年），pp. 16～17。
中野好夫「矢内原忠雄先生の言葉」，『図書』164号（岩波書店，1963年），pp. 14～15。
家永三郎「戦時下の個人雑誌」，『思想』475号（岩波書店，1964年），pp. 88～99。
幼方直吉「朝鮮参政権問題の歴史的意義」，東京大学東洋文化研究所『東洋文化』36巻，1964年，
pp. 1～20。

中村勝巳「南原繁・大内兵衛・大塚久雄他監修・編纂『矢内原忠雄全集』（経済学篇，第１～５
巻）」，慶應義塾大学『三田學會雑誌』第57巻３号，1964年，pp. 72～80。

幼方直吉「矢内原忠雄と朝鮮」，『思想』495号（岩波書店，1965年），pp. 41～52。
川田侃「矢内原忠雄と国際平和主義」，『中央公論』第80巻10号（中央公論新社，1965年），pp. 
432～437。
幼方直吉 “TADAO YANAIHARA― His Colonial Studies and Religious Faith― ” The 
Developing Economies, Vol. 4, issue1, Institute of Asian Economic Affairs, 1966年，pp. 90～
105。
岩隈直「矢内原忠雄」，岩隈直『無教会主義とは何か』（山本書店，1967年），pp. 204～226。
大塚久雄「内村鑑三と矢内原忠雄」，大塚久雄『社会科学と信仰の間』（図書新聞社，1967年），
pp. 265～348。

関根正雄「矢内原先生を送る」，関根正雄『世俗の中の福音』（キリスト教夜間講座出版部，1967
年），p. 163。
吉川勇一「矢内原忠雄総長のこと」，『思想の科学』第61巻（思想の科学社，1967年），pp. 44～
47。
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篠田一人「無教会キリスト者の抵抗―藤沢武義を中心として―」，同志社大学人文科学研究所
（キリスト教社会問題研究会）編『戦時下抵抗の研究Ⅰ』（みすず書房，1968年），pp. 48～92。
◦1970年代
幼方直吉「信仰の倫理と政治の倫理―金教臣と矢内原忠雄の場合―」，仁井田陞博士追悼論文集
編集委員会編『仁井田陞博士追悼論文集第３巻―日本法とアジア―』（勁草書房，1970年），
pp. 73～98。
生越忠・西村秀夫・藤田若雄「矢内原から茅へ（上）―座談会―」，『朝日ジャーナル』12巻46号
（1970年），pp. 31～35。
生越忠・西村秀夫・藤田若雄「矢内原から茅へ（中）―座談会―」，『朝日ジャーナル』12巻47号
（1970年），pp. 31～35。
生越忠・西村秀夫・藤田若雄「矢内原から茅へ（下）―座談会―」，『朝日ジャーナル』12巻48号
（1970年），pp. 33～37。
平川祐弘「書評：矢内原忠雄著『土曜学校講義』五・六・七（『神曲』講義）みすず書房刊」，イ
タリア学会・日本ダンテ学会共編『イタリア学会誌』第19巻，1970年，pp. 140～149。

アジア経済研究所『「中国統一化」論争資料集』（アジア経済研究所，1971年），pp. 1～15，矢内
原忠雄「支那問題の所在」所収。
小林文男「矢内原忠雄の中国観―『中国再認識』への志向と日中戦争批判の倫理―」，アジア経
済研究所『アジア経済』第13巻２号，1972年，pp. 19～31。
戴国煇「細川嘉六と矢内原忠雄」，朝日新聞社『朝日ジャーナル』第14巻52号，1972年，pp. 38
～46。
西村成雄「『中国統一化』論争の一側面―日中戦争前夜の中国と日本―」，歴史学研究会編『歴史
学研究』391号（青木書店，1972年），pp. 26～37。
太田雄三「『平和主義者』矢内原忠雄について」，東京大学教養学部『比較文化研究』第13輯，
1973年，pp. 1～36。
太田雄三「YANAIHARA TADAO（1893―1961）：THE MAN AS A PACIFIST」，東京大学
教養学部『教養学科紀要』６巻，1973年，pp. 21～40。

原島圭二「昭和史の中の矢内原忠雄―戦前戦中を中心にして―」，三浦永光・泉治典・中沢洽
樹・原島圭二『無教会と現代―内村鑑三を中心として―』（キリスト教夜間講座出版部，1973
年），pp. 97～118。
山田幸三郎「矢内原先生の思い出」，山田幸三郎『信仰五十年―山田幸三郎遺稿集―』（山田幸三
郎遺稿刊行会，1973年），pp. 183～184。

笠原芳光「矢内原忠雄・伊作父子」，『現代の眼』第15巻７号（現代評論社，1974年），pp. 270～
279。
堀江宗生「矢内原忠雄の教育思想と学生問題研究所の活動」，東海大学『東海大学紀要―学生生
活研究所―』第４輯，1974年，pp. 1～９。

大内兵衛「矢内原教授の『植民及植民政策』」（1926年），大内兵衛『大内兵衛著作集―第９巻―』
（岩波書店，1975年），pp. 596～612。

「矢内原忠雄外数名に関する出版法違反事件概略（昭和十三年三月）」，内川芳美解説『現代史資
（　　）
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料41―マス・メディア統制２―』（みすず書房，1975年），pp. 118～123。
柴田文明「矢内原忠雄の信仰特質―聖書の救済論理より看たる―」，関根正雄編『信仰と政治の
根本問題―無教会二代目研究を中心に―』（キリスト教図書出版社，1976年），pp. 45～86。

凃照彦「矢内原忠雄『帝国主義下の台湾』」，凃照彦『日本帝国主義下の台湾』（東京大学出版会，
1975年），pp. 2～7
高橋三郎「矢内原忠雄先生」，高橋三郎『地の塩となった人々』（教文館，1976年），pp. 68～121。
太田雄三「『平和主義者』矢内原忠雄について」，太田雄三著『内村鑑三―その世界主義と日本主
義をめぐって―』（研究社出版，1977年），pp. 375～406。

広岡謙治「矢内原忠雄」，藤田若雄編『内村鑑三を継承した人々（上巻）―敗戦の神義論―』（木
鐸社，1977年），pp. 176～202。

渡部恵一郎「矢内原忠雄」，藤田若雄編『内村鑑三を継承した人々（下巻）―十五年戦争と無教
会二代目―』（木鐸社，1977年），pp. 290～322。

石井勗「矢内原教授の辞職事件」，石井勗『東大とともに五十年』（原書房，1978年），pp. 68～
70。
高崎宗司「矢内原忠雄と朝鮮・覚書き」，『季刊三千里』第13号（三千里社，1978年），pp. 60～
67。
◦1980年代
土肥昭夫「矢内原忠雄の思想と行動」，土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史』（新教出
版社，1980年），pp. 391～400。

飯田鼎「矢内原忠雄と日本帝国主義研究」，慶應義塾大学経済学会『三田學會雑誌』第75巻２号，
1982年，pp. 35～51。
石原兵永「矢内原忠雄先生と私」，石原兵永『忘れ得ぬ人々―内村鑑三をめぐって―』（キリスト
教図書出版社，1982年），pp. 158～173。

石原兵永「矢内原先生召される」，石原兵永『忘れ得ぬ人々―内村鑑三をめぐって―』（キリスト
教図書出版社，1982年），pp. 149～157。
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版社，1987年），pp. 238～247。
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